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ルから多言語の学習機会を開く「ロート」（LOTE: Language Other Than 
English）が採択され、さらに 1994 年には「ナルサス」（NALSAS: National 
















学生総数約 25,000 人（留学生約 5,500 人を含む）、教員数約 2,000 人を抱える。
世界の大学ランキングでは常に上位 1% に入り、ノーベル賞受賞者を 5 人輩出
したことを誇りとする 1。
2015 年現在、当アジア研究学部における教授体制は、日本研究者 1.5 名・日






約 650 名だった。これに加え、オナーズ (Honours) と呼ばれる 4 年生の特別研
究課程に在籍する 2 名、大学院の博士課程の 3 名が日本研究に取り組んでいる。
2015 年に教養学部全体の再編でアジア研究学部と改名したが、それ以前の公式
名称はアジア研究センター（Centre for Asian Studies）であった。
アジア研究センターは、1975 年、政治・経済的な重要性を増しつつあった
アジア地域へのいっそうの理解の必要性を背景にスタートした。開設当初の規





の最初のチェアとして就任した。専任教員数は、1993、94 年がピークの 19 名
1 John Robin Warren（2005 年ノー ベル生理学・医学賞）、John M Coetzee（2003 年ノー ベル文
学賞）、Howard Walter Florey（1945 年ノー ベル生理学・医学賞）、William Lawrence Bragg、















を主催してきた。2005 年には豪州日本研究（Japanese Studies Association of 
Australia）学会、2010 年には豪州アジア研究（Asian Studies Association of 
Australia）学会を開催した。さらに 2015 年には、同じくアデレードにある南
オーストラリア大学とフリンダーズ大学と提携し、南オーストラリア政府・国
際交流基金アジアセンターの支援も得て、ICAS 9（9th International Convention 





の第一人者であり、1990 年代前半に Japanese Studies Association of Australia
（JSAA 豪州日本研究学会）の学術雑誌 Japanese Studies の編集に携わり、そ
れまでニュースレターであったこの学会誌を世界屈指の日本研究の学術雑誌と
して立ち上げた功績は特に大きい。その後、JSAA 会長（2003–2005）、Asian 
Studies Association of Australia（ASAA 豪州アジア研究学会）会長（2011–
2012）などを歴任した。ICAS 9 では、Convenor を務めた当学部の学部長であ







著は Japan’s Subnational Governments in International Affairs (Routledge, 2005; 
paperback edition in 2012) である。その他にも、猪口孝氏との共編書 Japanese 




















両方を担当している。専門は教育社会学で、主著は The Japanese High School: 
Silence and Resistance (Routledge, 1999; paperback 2007; kindle 2012) である。
さらに、日本研究を土台として西洋発の社会科学の認識論の根幹を問う知識
社会学的研究に従事し、その成果である “Life-World: Beyond Fukushima and 
Minamata” ( いのちの世界 : フクシマとミナマタを越えて ), The Asia-Pacific 
Journal: Japan Focus, vol. 10, issue 42（Asian Perspective, vol. 37, no. 4 に再掲
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載）が評価され、2014 年にはオーストラリア国立大学 Japan Institute 主催の日
本研究の旗艦学会 Japan Update で 11 名の発表者の一人として招待された。現
在は、アニミズムを日本の近代化と市民運動との関わりから社会学的に捉え
直すプロジェクトに取り組んでいる。学会関連では、Japanese Studies の社会
科学担当編集者を 10 年間務めた（2002–2012)。ASAA 豪州アジア研究学会の
日本および北東アジア担当理事（2015–2016）でもある。教育面では、オース
トラリアの学生が日本の地方およびエネルギー問題に触れる機会を持てるよ
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